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▶７月22日の日食の取材
で出会った子どもたち。日
食メガネが無かったもの
の、穴あきお玉の陰で日食
を観察していました。「す
ごい。見て、細いのがたく
さんあるよ」影の中に写っ
た無数の三日月型の太陽
に、子どもたちは大興奮し
ていました▶今回、日食メ
ガネなどで観測する人た
ちにも遭遇しましたが、こ
の子たちが目を輝かせて
喜ぶ姿が一番印象的でし
た▶子ども時代に味わった
感動はいつまでも色あせな
いもの。将来この子たちが
成長しても、この出来事は
きっと忘れないでしょう。
普段は取材モードですが、
今回は仕事を忘れ、子ど
もたちと一緒にはしゃいで
しまいました。（昌太郎）

沿道の声援を受けながら、
東京オリンピック聖火ラン
ナーが金田本町通りの浄円
寺付近を走っている様子。
背景には、まだあまり削られ
ていない香春岳が見えます。

撮影者●荒牧 直純さん

撮影日●昭和39年 

東京オリンピック聖火

昔の写真を探しています！
問企画課広報・広聴係
　 ☎22-7766

緊急の少子化対策として、出産育児一時金について一部制度の改正があります。
この改正は、平成21年10月１日から、平成23年３月末までの暫定措置として実施されます。

健 康保険（共済や社会保険、健康保険組合など）や
国民健康保険などの医療保険制度から原則38万

円㊟が支給されている出産育児一時金が、今年の10月か
ら４万円引き上げられ、原則42万円㊟が支給されます。

現 在は、出産にかかる費用を病院などに支払った後、各
医療保険者（国保の場合は市町村、社会保険の人は社会

保険事務所や勤務先など）に申請して、出産育児一時金を受け
取っています。今年の10月からは原則として、各医療保険者
から、直接病院などに出産育児一時金を支払う仕組み㊟に改め
ます。病院などから被保険者に対し直接支払制度を利用するか
どうかの確認を行い、そこで支払方法を選択していただきます。

支給額を４万円引き上げます。

各医療保険者から直接病院などに支払
われる「直接支払制度」で安心

出産育児一時金が
原則42万円㊟になって安心

まとまった出産費用を事前に用意
する必要がなくなります。

問役場住民課保険係　☎ 22―7761


